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針路
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
が
拡
大
す
る
中
、
４
月

７
日
、
政
府
は
「
緊
急
事

態
宣
言
」
を
発
出
し
ま
し

　
５
月
１
日
は
、
第
９
１
回
メ
ー
デ
ー
で
す
。
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
東
京
で
は
縮
小
と
な
り
、
高
知
県
に
お
い
て
は
中
央
集
会

の
開
催
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
０
２
０
年
は
、
日
本
の
メ
ー
デ
ー
が

ス
タ
ー
ト
し
て
ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
目
と
な
り
ま
す
。
機
関
紙
で
メ
ー
デ
ー
の
歴
史

や
意
義
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
声
を
上
げ
る
必
要
性
に

つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

祝
メ
ー
デ
ー
１
０
０
周
年
企
画

メ
ー
デ
ー
の
歴
史
を
振
り
返
る

メ
ー
デ
ー
の
「
は
じ
ま
り
」

　「
メ
ー
デ
ー
」
と
は
、
そ
の
名
の
通
り

「
５
月
」
を
意
味
し
ま
す
。
元
々
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
の「
５
月
祭
」
の
慣
習
の
こ
と
を

意
味
し
ま
す
が
、
そ
れ
が
近
代
に
入
り

「
労
働
者
の
日
」
と
し
て
の
メ
ー
デ
ー
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　
メ
ー
デ
ー
は
、
１
８
８
６
年
５
月
１
日

に
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ
を
中
心
に
労
働
者

が
「
８
時
間
労
働
制
」
の
要
求
を
掲
げ

ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
っ
た
の
が
は
じ
ま
り
で

す
。
当
時
の
労
働
者
は
、
１
日
１
２
時

間
か
ら
１
４
時
間
労
働
が
当
た
り
前
の

働
か
さ
れ
方
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

１
日
を
（２
４
時
間
）
３
つ
に
分
け
、「
第

１
の
８
時
間
は
仕
事
の
た
め
、
第
２
の
８

時
間
は
休
息
の
た
め
、
そ
し
て
残
り
の
８

時
間
は
、
俺
た
ち
の
好
き
な
こ
と
の
た

め
に
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
ス
ト
ラ
イ
キ

を
行
い
ま
し
た
。

日
本
に
お
け
る
「
メ
ー
デ
ー
」
は

　
日
本
で
は
、
１
９
２
０
年
５
月
２
日
に

第
１
回
メ
ー
デ
ー
が
上
野
公
園
で
開
催

さ
れ
、
お
よ
そ
１
万
人
の
労
働
者
が「
８

時
間
労
働
制
の
実
施
」「
失
業
の
防
止
」

「
最
低
賃
金
法
の
制
定
」 

な
ど
を
訴
え

ま
し
た
。
翌
年
か
ら
は
５
月
１
日
の
開

催
と
な
り
、
メ
ー
デ
ー
は
全
国
に
拡

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

メ
ー
デ
ー
禁
止
の
期
間

　
１
９
３
６
年
、
２
・
２
６
事
件
の
発
生

に
よ
り
戒
厳
令
が
敷
か
れ
た
後
、
同
年

３
月
１
９
日
付
で
治
安
維
持
を
目
的
と

す
る
内
務
省
警
保
局
通
牒
※「
集
会
及

多
衆
運
動
の
取
締
方
に
関
す
る
件
」
が

発
せ
ら
れ
、
３
月
２
４
日
に
メ
ー
デ
ー

の
開
催
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

第
１
７
回
メ
ー
デ
ー
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
後
、
１
９
４
５
年
ま
で
日
中

戦
争
激
化
な
ど
の
理
由
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

メ
ー
デ
ー
の
再
開
と
そ
の
後

　
第
二
次
世
界
大
戦
敗
戦
の
翌
年
で
あ

る
１
９
４
６
年
、「
働
け
る
だ
け
喰
わ
せ

※
内
務
省
か
ら
出
さ
れ
た
通
牒

「
多
衆
運
動
ハ
従
来
慣
行
ニ
依
リ
許

容
ジ
ラ
レ
ツ
ツ
ア
ル
モ
ノ
ト
雖
モ
右

期
間
中
ハ
凡
テ
之
ヲ
キ
ン
シ
ス
ル
コ

ト
、
従
テ
愛
国
労
働
祭
又
ハ
メ
ー

デ
ー
等
の
計
画
ア
ル
向
ニ
対
シ
テ
ハ

予
メ
之
ヲ
中
止
ス
ル
様
諭
旨
ス
ル
コ

ト
」（訳
）多
衆
運
動
は
以
前
か
ら
の

慣
行
に
よ
り
許
容
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、

右
の
期
間
中
は
す
べ
て
こ
れ
を
禁
止

す
る
こ
と
、
従
っ
て
愛
国
労
働
祭
ま

た
は
メ
ー
デ
ー
等
の
計
画
に
つ
い
て
は

中
止
す
る
よ
う
に
告
げ
る
こ
と

ろ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
１
１
年
ぶ

り
の
メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ
、
東
京
の

宮
城
前
広
場
に
は
５
０
万
人
、
全
国
で

１
０
０
万
人
が
メ
ー
デ
ー
に
参
加
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
皇
居
前
広

場
の
使
用
禁
止
、
デ
モ
隊
と
警
官
隊

と
の
衝
突
、
労
働
組
合
の
全
国
中
央

組
織
の
再
編
な
ど
を
経
な
が
ら
集
会
は

続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

苦
境
の
中
で
労
働
組
合
は

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
日
本
の
経
済
状
況
は
こ
れ
ま

で
に
な
く
落
ち
込
む
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
す
で
の
そ
の
兆
し
は
現
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
し
わ
寄
せ
を
受
け
る
の

は
、
立
場
の
弱
い
労
働
者

（特
に
非
正

規
労
働
者
）
で
す
。
労
働
者
や
労
働
組

合
が
声
を
挙
げ
る
こ
と
で
、
雇
用
や
経

営
が
守
れ
る
経
営
者
の
姿
勢
や
政
府
の

支
援
が
引
き
出
せ
ま
す
。

た
。
７
都
府
県
に
限
定
し
、
高
知
県
は

対
象
外
で
す
が
、
状
況
は
楽
観
で
き
ま

せ
ん
。
高
知
県
の
感
染
者
数
は
人
口
１

０
万
人
あ
た
り
３
・
５
人

（４
／
７
時

点
）
で
、
ワ
ー
ス
ト
５
位
で
す
。
市
中

感
染
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
感

染
拡
大
を
抑
え
る
た
め
に
も
、
手
洗
い

や
３
密
の
回
避
な
ど
感
染
防
止
対
策
は

引
き
続
き
重
要
で
す
。
▲
４
月
、
新
た

な
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
新
採
や
異

動
な
ど
で
職
場
に
新
た
な
仲
間
を
迎
え

た
職
場
も
多
い
で
し
ょ
う
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
収
束
は
見
通
せ
ま
せ
ん
が
、

職
場
の
み
ん
な
が
力
を
あ
わ
せ
て
、
健

康
で
働
き
甲
斐
の
あ
る
、
い
い
職
場
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
▲
そ

し
て
、
正
規
と
非
正
規
労
働
者
の
間
の

「
不
合
理
な
待
遇
差
」
を
禁
止
す
る

パ
ー
ト
・
有
期
雇
用
労
働
法
も
施
行
し

ま
し
た
。
非
正
規
労
働
者
は
、
低
賃

金
、
不
安
定
雇
用
が
多
く
、
今
の
経
済

危
機
下
で
は
、
真
っ
先
に
雇
用
の
調
整

弁
と
し
て
、
収
入
減
、
雇
い
止
め
等
が

進
み
か
ね
ま
せ
ん
。
▲
誰
か
を
犠
牲
に

し
て
成
り
立
つ
社
会
で
は
な
く
、
み
ん

な
が
成
り
立
つ
社
会
、
み
ん
な
で
支
え

あ
う
社
会
を
め
ざ
し
た
い
も
の
で
す
。

社
会
全
体
が
大
変
な
状
況
で
す
が
、
職

場
の
課
題
を
握
っ
て
離
さ
ず
、
春
闘
後

半
、
し
っ
か
り
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。
（筒
）
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高
知
の
２
０
２
０
年
春
闘

は
、
こ
れ
か
ら
大
詰
め
を
迎

え
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

観
光
業
や
タ
ク
シ
ー
業
は
大

き
な
打
撃
を
受
け
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
製
造
業
に

つ
い
て
も
、
工
場
の
休
業
な

ど
に
よ
っ
て
サ
プ
ラ
イ
チ
ェー

ン
（在
庫
を
持
た
ず
、
個
々

の
企
業
が
繋
が
り
、
材
料
の

調
達
や
生
産
体
制
を
柔
軟

に
対
応
す
る
）の
弱
点
を
露

呈
し
、
製
品
の
製
造
が
で
き

な
い
な
ど
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
一
方
、
一
部
の
小
売

業
は
外
出
自
粛
の
影
響
を

受
け
、
軒
並
み
売
り
上
げ

を
伸
ば
す
な
ど
、
「
コ
ロ
ナ

需
要
」と
も
言
え
る
現
象
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
春
闘
は
、
私

た
ち
労
働
組
合
の
力
量
が

試
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な

時
だ
か
ら
こ
そ
、
会
社
の
現

状
を
掴
み
、
打
開
策
を
労

働
組
合
か
ら
提
起
す
る
こ

と
で
、
雇
用
を
守
る
と
と

も
に
、
会
社
への
影
響
力
を

増
す
チ
ャ
ン
ス
に
な
り
ま
す
。

諦
め
る
の
で
は
く
、
労
働
者

が
連
携
し
て
現
状
を
打
開
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

2020 年春闘 ・ 県労連加盟組織の要求状況

組織 2020年要求

ミロク労組
平均7000円（定昇5500円、ﾍﾞｱ1500）、一時金（年間）6.4ヶ月【1次回答】定昇のみ（5000
円）、一時金夏2.15ヶ月、初任給引き上げ（高卒・高専500円、大卒・大学院3500円）

特殊製鋼所労組 10000円

同仁病院労組 昇給平均3000円、一時金（年間）4.0ヶ月

さめうらユニオン 一律3000円の賃上げ、時間外労働の未払いの解消、チェックオフ、掲示板の設置

こうち生協労組

【賃上げ】①正規ベア50000円＋定期昇給②専任職員の基本給50000円アップ③定時職員
の時給210円アップ④アルバイトの時給210円アップ⑤正規シニアの月給10000円アップ⑥
専任・定時職員の定昇頭打ちの撤廃【手当】①家族手当・住居手当の非正規への新設②ア
ルバイト・アルバイト再雇用者への交通費の支給③健康診断の受診④慶弔休暇と慶弔金の
支給⑤店舗の駐車場の確保および駐車場代の負担⑥退職金制度の新設⑦生理休暇の基
準統合

土佐食支部（高知一般） 一律10000円の賃上げ、企業内最低賃金147000円以上に（850円）

公共清掃関連（高知一般） 月1500円の賃上げ

福祉保育労

①正規職員の採用（1～2名）と用務員の正規化②中間決算の説明③処遇改善費の説明④
年休消化のための人員確保⑤臨時の処遇改善『統一要求】①時間額250円、月額4万円の
賃上げ②すべての労働者の時給1500以上、フルタイムは年収300万円以上③職員の増員と
業務の見直し④不払い残業の一掃⑤同一労働同一賃金⑥パワハラ防止⑦働き続けられる
賃金の保障

ＪＲ四国（建交労）

①36000円②企業内最低賃金225,000円③割増賃金単価の引き上げ④通勤手当の全額実
費支給、「第二基本給制度の廃止」、退職手当既定の改善、ｴｷｽﾊﾟｰﾄ社員の雇用確保な
ど、一時金（夏期）3.5ヶ月【回答】基本給①基本給200円引き上げ、夏期一時金1.89ヶ月＋
ﾗｲﾌﾌﾟﾗﾝ支援金0.4ヶ月、ｴｷｽﾊﾟｰﾄ社員、基本給200円引き上げ、夏期一時金2.29ヶ月

四国メンテナンス（建交労）
基本給36000円、日額1800円、時間額180円の引き上げ、企業内最低賃金を月額225000
へ【回答】ベア600円（2.22％）、定昇900円、4月6日妥結

北部ユニオン（自交総連）
①全社員の賃金改善②60歳を超える乗務員に対し、正規乗務員等同一の賃金（年休受給
額を考慮し）支払うこと、昨年並みの年間賞与を行うこと、1カ月に付き7休日の付与

とでんハイヤー労組（自交総連）

①運賃値上げ分を労働者に還元②勤務日数減による歩率の引き下げ廃止③36協定の書面
での明示と説明④月間営収の歩合給50％以上、労基法通りの時間外割増賃金の支払い⑤
就業規則を手渡すこと⑥配車と待遇差別の解消⑦年間一時金を年間営収の５％支払うこと
⑧中退共への加入（月額10000円）

よさこいユニオン

〇７０歳以上契約者の受信料を半額にすること。〇訪問員処遇改善〇複数掲示板と事務所
貸与など便宜供与差別をやめること。〇横領、着服職員は顔写真、実名報道するなど処分
を厳罰化し、不祥事を未然に防ぐ対策を設けること。〇NHK地域スタッフに対して、メンタル
に関わるいじめパワハラをしないこと。

公 務 公 共 一 般 風 良 里 支 部
（自治労連）

１．パート社員の賃金について、賃金表を明示及び昇給ルールの明確化を行うとともに、勤続
年数に応じた昇給とすること。２．パート社員の一時金（賞与）を正社員への支給月数と均衡
する支給月数となるよう改善すること。３．パート社員の年休の時間換算について、実態に見
合った時間で換算すること。４．パート社員にも正社員との均衡をふまえて退職手当を支給す
るよう制度を設けること。５．パート社員の繁忙期の特別手当額について、2020年は勤務１時
間につき100円を加算とすること。
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労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
実
施

　
３
月
９
日

（月
）、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
雇
用
や
労

働
分
野
に
及
ぼ
す
こ
と
を
想
定
し
、

全
労
連
都
道
府
県
地
方
組
織
・
労

働
相
談
セ
ン
タ
ー
が
、
２
０
２
０
年

春
の
「
全
国
一
斉
何
で
も
労
働
相

談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
開
設
し
ま
し

た
。
県
労
連
は
、
午
前
９
時
か
ら
午

後
８
時
ま
で
、
高
知
城
ホ
ー
ル
３
Ｆ

県
労
連
事
務
所
で
電
話
と
面
談
で

相
談
を
受
付
け
ま
し
た
。
今
回
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
め
ぐ
る
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に

は
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
の
関
心
も
高
く
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
高
知
放
送
、
テ
レ
ビ
高
知

な
ど
地
元
の
３
テ
レ
ビ
局
が
相
談
受

付
の
様
子
を
取
材
し
、
昼
夜
の

ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
報
道
し
ま
し
た
。
ま

た
、
高
知
新
聞
も
事
前
の
告
知
記

事
と
と
も
に
同
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
翌
日

に
は
ま
と
め
記
事
を
掲
載
し
ま
し

た
。

多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る

　
当
日
の
相
談
受
付
件
人
数
は
、
１

６
人
（相
談
受
付
中
で
通
話
で
き
な

か
っ
た
相
談
者
を
含
め
２
５
人
）。
そ

の
う
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
関
連
の
相
談
が
１
１
人
（女
性

５
人
、
男
性
６
人
）
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
内
訳
は
、
以
下
の
と
お
り

で
す
。
①
公
立
・
私
立
の
休
校
に
伴
う

休
職
・
賃
金
補
償
問
題
で
不
安
を
訴

え
る
相
談

（８
人
）、
②
観
光
土
産
店

で
働
く
高
校
生
（男
子
）
ア
ル
バ
イ
ト
の

休
職
・
賃
金
補
償
問
題
で
の
相
談
、
③

内
定
取
り
消
し
への
不
安
を
抱
え
る
女

性
か
ら
の
相
談
、
④
利
用
客
の
減
少
で

売
り
上
げ
も
減
少
し
、
歩
合
給
で
働

く
タ
ク
シ
ー
運
転
者
への
支
給
賃
金
額
が

最
低
賃
金
を
割
り
込
み
そ
の
差
額
を

支
払
う
と
会
社
倒
産
に
つ
な
が
る
な
ど

の
不
安
を
抱
え
る
タ
ク
シ
ー
会
社

（男

性
）
か
ら
の
相
談
で
す
。

　
同
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
後
の
同
月
１
０
日
～

１
１
日
（両
日
）
に
も
１
０
人
（女
性
３

人
、
男
性
７
人
）
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
影
響
を
受
け
る
人
た
ち
か
ら

寄せられた相談の内訳

雇
用
や
働
き
方
、
賃
金
補
償
な
ど
を

め
ぐ
る
相
談
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
、
臨
時
、
派
遣

な
ど
時
間
給
・
日
給
制
で
働
く
労
働

者
に
雇
用
不
安
や
生
活
不
安
広
が
る

　
今
、
国
民
誰
に
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
危
機
が
身
近
に
迫
っ
て
き
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
も
と
で
、
雇
用
・

労
働
分
野
に
も
深
刻
な
状
況
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
多
く
の
労
働
者
の
働
き
の

場
で
あ
る
中
小
企
業
経
営
に
も
そ
の
影

響
が
出
て
き
て
お
り
、
特
に
パ
ー
ト
や

ア
ル
バ
イ
ト
、
臨
時
、
派
遣
な
ど
非
正

規
雇
用
で
働
く
人
た
ち
の
雇
用
不
安
や

生
活
不
安
は
深
刻
で
す
。
今
回
の
労
働

相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
も
業
種
を
問
わ
ず

雇
用
契
約
期
間
の
定
め
が
有
る
、
時
間

給
・
日
給
制
で
働
く
人
た
ち
か
ら
の
相

談
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
し
ば
ら

く
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
、
県
内
の
中
小
企
業
の
経
営
事
情

が
悪
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
も
と
で
、
雇
止
め
や
解
雇
さ

れ
そ
う
、
休
業
命
令
で
収
入
が
な
く

な
る
な
ど
の
不
安
を
抱
え
る
人
た
ち
か

ら
の
相
談
も
増
え
そ
う
で
す
。

あ
な
た
は
、
休
業
手
当
を
請
求
で
き

る
、
会
社
に
は
、
休
業
手
当
の
支
払
い

義
務
が
あ
る
　

　
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

関
連
の
相
談
で
は
、
「
会
社

（都
合
）

か
ら
休
業
す
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
ま
し

た
、
会
社
は
、
休
業
期
間
中
の
賃
金

を
支
払
わ
な
く
て
も
い
い
の
で
す

か
・
・
・
」
と
の
不
安
を
抱
く
人
た

ち
か
ら
の
相
談
が
多
数
を
占
め
ま
し

た
。
会
社
の
言
い
分

（相
談
者
の
説

明
で
）
は
、
休
業
期
間
中
は
働
か
な
い

の
で
賃
金
を
支
払
う
必
要
は
な
い
と
い

う
身
勝
手
な
理
屈
で
す
。
い
わ
ゆ
る

ノ
ー
ワ
ー
ク
ノ
ー
ペ
イ
と
い
う
時
間
給

制
、
日
給
制
で
働
く
人
た
ち
への
賃
金

支
払
い
原
則
を
逆
手
に
と
っ
た
ご
ま
か

し
の
理
論
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
れ
は
法
的
に
は
通
用
し

ま
せ
ん
。
労
働
基
準
法
２
６
条
は
、

会
社

（使
用
者
）
の
都
合

（今
回
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

も
）
で
休
業
さ
せ
た
場
合
は
、
所
定

労
働
日
に
つ
い
て
、
平
均
賃
金
の
６
割

以
上
の
休
業
手
当
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

（た
だ

し
、
転
変
地
変
に
よ
る
経
営
難
等
で

休
業
さ
せ
る
場
合
、
使
用
者
の
責
め

（支
払
い
義
務
）
は
問
え
な
い
）。

　
相
談
員
は
、
法
的
根
拠

（労
基
法

２
６
条
規
定
）
を
説
明
し
な
が
ら
、

「
休
業
期
間
中

（所
定
労
働
日
）
の
休

業
手
当
の
支
払
い
に
つ
い
て
、
あ
な
た

は
請
求
で
き
る
、
一
方
、
会
社
に
は

支
払
い
の
義
務
が
あ
り
ま
す
、
ま
た
、

会
社
は
、
休
業
手
当
支
払
い
の
補

填

（方
法
）
と
し
て
、
国
の
雇
用

調
整
助
成
金
制
度
を
活
用
で
き
る

か
ら
・
・
・
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
き
て
い
ま
す
。

相
談
者
に
寄
り
添
い
、
親
身
に

な
っ
て
、
労
働
組
合
を
作
る
こ

と
、
労
働
組
合
に
入
る
こ
と
を
す

す
め
な
が
ら
支
援
を
行
い
、
問
題

解
決
め
ざ
す

　
県
労
連
・労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、

こ
れ
か
ら
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
生
じ
る
解
雇
・雇
止

め
、
賃
金
未
払
い
、
パ
ワ
ハ
ラ
被
害
な

ど
、
相
談
者
が
抱
え
る
深
刻
さ
を

増
す
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
し

人数 １６人
　うちコロナ関連 １１人

学校関連 ８人
観光業 １人
第３セクターの閉館 １人
タクシー業 １人

相談人数

職種

県労連・高知労働相談センター

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
の
相
談
多
数

こ
う
ち
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
報
告

て
、
相
談
者
に
寄

り
添
い
、
問
題
解

決
を
め
ざ
す
中

で
、
労
働
組
合
を

作
る
こ
と
、
労
働

組
合
に
入
る
こ
と

を
す
す
め
な
が

ら
、
支
援
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
も

し
皆
さ
ん
の
周
り

で
困
っ
て
い
る
方
が

い
ま
し
た
ら
、
労

働
相
談
セ
ン
タ
ー

の
存
在
を
知
ら
せ

て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。

０１２０- ３７８- ０６０フリー
ダイヤル
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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
３
名
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、ｅ
メ
ー
ル

[

高
知
県
労
連
Ｈ
Ｐ
に
記
載
し

て
い
ま
す]

）
締
め
切
り
は
５

月
８
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

クロスワードパズル 当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　

２
２
９
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
の
答
え
は
「
ネ
ン
ド
マ
ツ
」

で
し
た
。
当
選
者
は
左
の
通
り
で

す
。

【
当
選
者
】

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
務
の
都
合

上
、
図
書
カ
ー
ド
の
発
送
が
遅
れ
て
お

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【ヨコのカギ】

①上の句と――の句　③茶の湯　⑤――隆々たる体格　⑦白

を――と言う　⑧鉛筆の――を削る　⑩猛々しい虎　⑫――は

世につれ世は――につれ　⑭同じ時期　⑯再び燃え出す

【タテのカギ】①春夏秋冬

　②――たらたら言う　③

紙幣。千円――　④――

順延　⑥春過ぎて夏来に

けらし白妙の――干すて

ふ天の香具山　⑧――錯

誤を重ねた末に成功　⑨

○機関紙のバックナンバーは県労連ホームページで見ることが出来ます。「高知県労連」で検索できます。

カギを解き二重枠の文字

を並べてできる言葉は？

　　

道路の――点、立体――　⑪饂飩。何と読む

　⑬腐っても――　⑮餅つきには臼とコレ

おたよりの紹介

「なかま」 高知県教組

　
高
知
県
教
職
員
組
合

（
県
教

組
）
と
は
、
学
校
現
場
で
働
く
教

職
員
が
加
入
す
る
組
合
で
す
。
子

ど
も
と
か
か
わ
る
こ
と
を
仕
事
に

し
た
人
た
ち
の
集
ま
り
で
す
か

ら
、
子
ど
も
好
き
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
さ
ら
に
、
た
だ
で
さ
え
忙
し

い
職
場
で
働
き
な
が
ら
、
組
合
に

入
っ
て
い
る
方
は
、
教
職
員
と
し
て

の
仕
事
＋
α
を
求
め
て
い
る
方
々

と
言
う
こ
と
で
し
ょ
う
。「
も
っ
と

い
い
教
育
実
践
を
し
た
い
」と
い
う

方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
「
自
分

と
仲
間
の
生
活
を
も
っ
と
よ
く
し

た
い
」
と
い
う
方
も
い
ま
す
。「
教

え
子
を
再
び
戦
場
に
送
ら
な
い
」

第９１回メーデー高知県中央集会

た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
方
も
い
ま

す
。「
管
理
職
や
教
育
委
員
会
に

意
見
を
届
け
た
い
」
か
ら
入
っ
て

く
れ
た
方
も
い
ま
す
。
「
困
っ
た

時
に
相
談
に
乗
っ
て
ほ
し
い
か
ら
」

「
お
世
話
に
な
っ
た
か
ら
」加
入
し

て
き
た
方
も
い
ま
す
。
そ
し
て
、

子
ど
も
と
教
育
を
よ
り
良
く
し
、

教
職
員
の
賃
金
労
働
条
件
を
よ

り
良
く
し
、
平
和
と
民
主
主
義

を
守
る
運
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
が
笑
顔
で
通
っ
て
こ

ら
れ
る
学
校
、
教
職
員
が
笑
顔

で
子
ど
も
た
ち
の
前
に
立
ち
続
け

ら
れ
る
学
校
を
守
る
た
め
に
、
こ

れ
か
ら
も
力
を
合
わ
せ
ま
す
。

中止のご報告

　例年、 ５月１日に中央公園で行っております、 メー

デー集会ですが、 新型コロナウイルス感染症の拡大

を受け、実行委員会で議論した結果、今年の高知県

中央集会は中止することとしました。

　労働者の雇用を守るとともに、 労働者のいのちと健

康を守る役割を担う立場として、難しい決断とはなりま

したが、 当日には 「メーデー宣言」 を発表し、 世界

の労働者と連帯していきたいと考えています。

○コロナウィルスの特集とても参考になりました。正しく知っ

て、 正しく予防を痛感します。 〈針路〉 の 「コロナを拡大す

るより、 組合員拡大しよう」 は、 くすっと笑えました。 県教

組 （Ｍ・Ｕ）

○明日で退職します。長い間、クロスワード楽しませてもら

いました。これからもがんばって下さい。ありがとうございま

した。 自治労連 （Ｍ・Ｎ）

○「コロナウィルスって一体何？」はとてもわかりやすく、コ

ロナウィルスそのものを正確に知るとともに、労働問題や政

府の対応の問題点もあわせて考えることができる、非常に有

益な特集でした。 私学教組 （Ｔ ・Ｆ）

○コロナ特集がとても参考になりました。自治労連（Ｍ・Ｈ）

牛
窓　

真
由
美　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
県
教
組
）

浜
渦　

美
智　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

藤
田　
　

毅　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
私
学
教
組
）


